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海
姿

化
塞

流
す
る
.;

の
世
界
に
湛

高
め
謹

嘉

纂

た
コ
泌
Φ
.舞

政
策
は
.「
ヘ
レ
・
∴

レ
ス
の
桂
」
姦

を

カ
ヂ
.歪

毒

襲
名

誤

ζ

ス
の
縷

で
敗
れ
た
ペ
ル
.ヅ
荘

故
意
に
海
姦

書

た
内
陸
國
で
あ
っ
.

た
が
、
塚

澤

リ
畜

婆

ル
ス
耀

以
漆

黒

轟

の
國
で
あ
流

ロ
ゆ

が
莞

・
ぞ

手
轟

つ
溺

三
講
、
出
塁

一

ま
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
も
、
要
す
る
に
、
「
海
の
砦
」
の
カ
ル
タ
ゴ
に
封
レ
て
ロ
ー
マ
が
内
陸
的
な
農
業
國
と
し
て
積
極

的
な
海
上
政
策
を
當
初
に
持
合
・せ
て
る
な
が
つ
兜
」
め

で
あ
ら
う
。

治

一
ザ
.
一

.

.

/
.
.
.
・

・

ノ

　
　
　
　

セ

ゆ

、
内
陸
國
と
海
洋
國
。
L

方
ば
土
地
忙
擦
っ
て
そ
れ
膚
身
で
生
活
す
る
封
鎖
的
な
駐
足
経
済
で
あ
る
に
謝
し
、「他
方
は
地
走
分
交
渉
ぐ



π

、

'㌧

「

を
通
し
て
螢
展
ず
る
貨
幣
経
済
で
あ
」る
。
從
っ
て
、
内
陸
國
で
の
最
も
重
要
な
土
地
も
海
洋
國
で
は
大
し
た
問
題
と
は
な
ら
ぬ
コ
.悔
.

に
面
七
て
さ

へ
居
れ
ば
高
い
山
脈
の
傾
斜
に
滑
ふ
不
毛
の
瘠
地
で
も
十
分
で
あ
る
。
海
洋
國
に
と
っ
て
は
、
慶
大
な
領
土
の
占
有
よ

り
も
海
上
で
上
が
る
利
益
の
方
が
遙
に
重
要
で
あ
る
。
.
土
地
資
本
で
な
く
流
動
資
本
が
彼
等
の
生
活
を
よ
り
多
む
刺
戟
す
る
。
カ
ル

ノ

セ

・
・
.が
シ
シ
　

莞

・
毒

・
・
葎

董

・
占
薯

も
璽

・
髭

・
委

…

上
・
易
撃

奮

打

・幽

破

・

・

た

め

で

あ

っ

加

β
.
.

い
.

…
.
.

-
.
.
.
.
.
.
.

「

、
.

-

-
.
.
.

」
溺

.

こ
.の
や
う
な
古
代
地
中
海
世
界
め
華
や
か
な
文
化
に
っ
ド
い
て
展
開
さ
れ
た
の
.は

一
般
に
中
世
グ
.ル
.マ
.ン
の
内
陸
的
生
活
様
式
で

纈
.

韓

覧
鞭
励瞳
爺
縫
縮襲

縫
縮
穀
舞
矯
錦
織
組似蕪
騨

翻
.

灘
繋
諜

繋
難
　　　

ソ

ス

m
.
、

的
に
筈

代
華
墨

や
世
界
轟

の
流
れ
そ

む
甫
欧

一
帯
の
明
る
遙

取
性
に
求
め
る
ζ
ど
奮

乗
る
で
あ
ら
う
。
併
し
、
;

参

議

に
は
・ま
た
,
・
れ
ら
謡

都
市
が
ギ
・
享

の
都
市
国
家
振

っ
て
、
,難

の
薯

を
懇

的
に
繋

・
限
り
制
限
し
て
み
た
を

分
野
翠

　
　
　
ラ

コ

に
因

る
65

陸

に
制

限

啓
れ

て
る
だ

が

故

に
海

に
出

た

の

で
あ

る

と
同

時

に
.、
海

へ
の
磯

展

の
た
め

に
は

陸
地

に
据

れ

ま

い
と

し

て
敢

、
.2
3
4

海
蓮
政
策

の
積
極
性
.
.
.

第

五
十
四
魯

一
六
七

第
【二
號
.

四
九

、

、.

.

、
.

ト

酵
ヅ
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一

L



噛

,

r
脚
　
.
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.

ノ
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海
運
政
策

の
積
物
性
.

・

.

.

.

第

五
十
四
巷

】
六
八

・
第

二
號
.

五
〇

　
　

へ

て

こ

れ

を

制

限

し

悦

の

で

も

あ

る

。
.

.

.

、
.

.

.

.

.

.

.

.

,
.
.

.
」

n

モ
　

　

　

　

あ

　
　

イ
ベ
広
ア
牟
島
の
二
王
國
も
陸
に
頼
ら
す
否
頼
れ
な
い
が
た
め
に
海
外
に
磯
戻
し
だ
海
蓮
國
の
例
に
洩
れ
な
い
つ
.ヘ
ン
リ
ー
航
海

曲

玉
・
典
型
的
毒

・
例
・
…

羨

助
　

・
…

ペ
イ
・
か
・
・
立
・
蓄

髪
.

ρ

ザ
同
盟
饗

葦

・

蜘
、」

近
世
に
於
け
る
最
も
勢
力
あ
る
海
運
を
築

い
湘
が
、
こ
れ
も
う
ツ
ツ
エ
ル
の
言
葉
を
も
つ
て
す
れ
ば
、
陸
地
の
領
有
を
底
荷

(げ層昌
里
)

雌

,
と
考

へ
た
國
で
あ
っ
た
66

北
欧
海
上
貨
物
と
南
眺
海
上
貨
物
と
を
仲
継
ぎ
す
る
足
場
を
英
蘭
海
峡
の
ロ
に
古
め
る
℃
と
さ
八
出
來
れ

・血
・

虞

徴
募

領
餐

・
禦

彪

・
は
な
ぐ
き
拳

導

・
ザ
・
・
雲

叢

・
・
で
足
号

・
し
・
コ
.

-
.⑩

概

な
北
馨

賊
民
族
に
つ
い
て
は
蓋

の
逞
縫

M
・
.・
の
シ
↓

ぐ

グ
に
刺
警

れ
た
季

・
・
を
見
・
も
、
そ
れ
が
後
.

、臨

　

ロユ

に
獲
奮

界
最
大
の
醤

は
、
殆
ん
薦

篭

も
っ
て
事

ペ
リ
ア
蕗

に
つ
け
霧

・
。
・
ア
の
そ
れ
・
茎

長

翌

爺

球

瓢

灘
繕
讐
編
綴騰膿購偏
継
鱗
塾
難
補講
轟轟

節
.㎝
2
.

は
、
英
蘭
海
峡
を
自
画
の
内
海
と
は
見
て
も
こ
れ
を
世
界
の
七
つ
の
海
に
通
す
る
海
と
は
悪
じ
な
い
で
る
夜
。
こ
の
北
佛
の
所
領
地

量

撃

　

b
s
F
脚

を
足
が
か

り
と
レ
て
永
い
間
大
陸
制
覇
伽
夢
を
追
ふ
た
イ
ギ
リ
ス
人
は
大
穂
を
波
乃
と
き
超
え
ね
ば
な
ら
ぬ
海

の
獲
展
性
に
つ
い
て
.
ヒ

タ
　

漁

.
㌧

蟹

'
-

深
-
考
へ
や
う
・
し
な
か

っ
た
。
き

う
が
、

・
・
γ
.・
に
敗
れ
・
¥

¥
�
{
�ｸ
�ｵ
�ｽ
�E
�M
�E
�E
�
G
�焉
E
�ﾌ
�∵
｠
�
~
�轣
E
�黷
驕
u
�
棊

ｭ　　

む

忌

に
よ
っ
て
、
初
め
て
・
庭

ギ
自
国
を
;

の
島
國
-

震

す
・
が
た
健

ば
海
食

る
よ
り
外
に
擾

怠

國
一

憲

翻

痛

み

コ

じ

識
し
た
。
か
く

て
、
と

れ
か
ら

エ
リ
ザ
ベ
・
の
世
界
.盤

V
黎

が
始
ま
・
。

.の
轟

P

ラ

ラ

ラ

當
初
の
理
想
は
オ
ラ
ン
ダ
に
微
ひ
オ
ラ
.・
ダ
轟

ふ
て
貰

貿
易
の
縷

國
叢

る
こ
と
に
あ
っ
穿

ギ
・
久
ギ

次
第
に
オ
・フ

5
7
8

,

、
■



●
」
■

「

'

■

ン
ダ
と
は
本
質
的
に
異
る
海
運
政
策
を
探
る
や
う
に
な
つ
.た
.
断
た
ず
ら
富
を
獲
ん
が
た
め
忙
海
上
槽
を
等
購
に
附
し
た
オ
ラ
ン
ダ
.

に
謝
し
、
近
世
の
イ
ギ
サ
.ス
は
常
に
海
軍
の
増
強
を
考
慮
す
る
海
逞
政
策
を
探

っ
た
。
グ

ロ
チ
ウ
ス
の
自
由
海
洋
論

(呂
曽臥
H
§
日
日
)

-

よ
か
も
セ
.ル
デ

ン
の
朋
鎖
海
洋
論

(露
国話
Ω
註
茜
色
、
.或
ひ
は

、
潤
澤
の
思
想
よ
り
馬
力
の
思
想
。・
こ
れ
が
イ
ギ
リ
ス
を
し
て
植
民

地
職
弟
の
後
に
オ
.ラ
ン
ダ
を
敗
退
せ
七
め
泥
有
力
な
山
個
で
あ
る
。
併
し
「
同
時
に
本
質
的
維
濟
前
な
問
題
と
し
て
.
吾
々
は
イ
ギ

戯

レ
ス
粟

蒙

の
粟

葉
.
へ
の
麓

髪

へ
た
い
。
「
園
ひ
込
蓬

動
」
「
ス
T

プ
ル
商
人
喜

陰
商
△

・
い
ふ
段
階
の
・
ギ
リ
強

ロ

ヨ

気

隻

配
し
を

の
は
、潅

、商
萎

本
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
ア
・
・
力
養

地
嚢

後
そ
れ
蛎

し
て
適
用
し
た
ス
デ
少

ル
庶

幾

則
は
・
次
艶

・
イ
ギ
リ
ス
●
ア
ニ

7
ア
ク
チ
ユ
ア
讐

っ
て
原
料
籍

地
・製
品
販
責
地
と
し
て
の
餐

地
を
工
作
し
ぢ

で
あ

齢

＼

経

.

ウ

、
か

く

て
、

翠

に
甲
地

の
商

品

を

乙

地

に
か

は
す

仲

綴

貿

易

の
た

み

に

オ

ラ

ァ
ダ

入

に
意

識

さ
れ

た
海

も

、
・
イ
ギ

リ

ス
国

民

に
あ

.

期
.

.

つ
て
は
、
本
圃
の
産
業
資
本
を
蓮
轄
遷
す
た
め
に
ど
う
し
て
も
征
服
し
な
け
れ
ば
潅
ら
ぬ
海
亀
意
識
さ
れ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
と
イ
ギ
リ

刈

　ス
・詫

は
・
も
に
近
世
海
運
の
雄
で
は
あ
・
が
、
海
鋳

す
鼻

詰
発

無

権
へ
に
は
、
あ

や
う
癸

叢

違
募

あ
っ
た
。

、
解
、

佐

・
そ
の
後
の
イ
ギ
リ
ス
藁

ふ
た
の
幕

民
地
を
本
圃
の
生
殺
塁

ぢ

に
で
叢

る
と
考
へ
込
幕

図
嚢

か
ら
來
癌

虹策

の
蕪

の
難

で
あ
っ
た
。
姿

難

し
禽

定
・
れ
た
航
海
條
例
は
、
い
つ
れ
も
、
植
民
地
茎

蠢

き
の
・
れ
ぬ
も
の
或
肇

瓢

國
の
輩
な
る
附
属

と
見
做
し
、
そ
の
聞
に
悟

る
海
を
講

立

て
・
海
.刺
戟
・
し
て
・
海
ど
見
蔓

な
霧

.
本
・
保
護
と
・

哺

.

.

へ
ば
正
に
保
護
に
違
ひ
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
航
海
條
例
は
却
っ
て
こ
の
保
護
の
た
め
に
イ
ギ
リ
ス
海
運
業
者
を
無
気
か
に
し
た
。「

ギ
.

ヒ

コ

イ

し
か
る

に
、そ
の
植
鑑

、
就
中
ア
メ
男

は
メ
ー
.
2
フ
ワ
ア
裏

徒
の
流
れ
を
ぐ
む
ヨ
周
年
」
に
よ
3

、拓
か
れ
マ

あ
っ
た
。
彼

泓

.

等
の
理
念
は
大
西
祥
に
よ
っ
て
唱
ー
ロ
ツ
パ
菖
文
化
秩
序
か
ら
は
っ
き
り
旺
別
さ
れ
て
立
っ
て
る
た
。
造
船
資
材
の
豊
富
さ
に
も
依

佐

る
が
・
奮

票

此
方
に
親
し
薗

を
聾

し
て
み
る
の
だ
と
言
ふ
そ
の
萎

L
鵜

禦

彼
等
を
し
て
海
を
譲

芒

め
造
磐

刃

海
運
政
策

の
硫
極
性

」

」
.
.
.
.

第
五
+
四
答
ワ

ニ
八
九

第

二
號

芒

～

.

「
r
.
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.

、
.
.
.
I
ー

ド
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海
農

策

の
積
極
性

.
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.

.

、
.
.

第
五
+
四
声

毛

O
.
.
第

二
號

五

二

.

蓬

・
疑

り
立
で
た
。
猫
立
撃

當
聴

経

年

ギ
リ
ス
の
軍
艦
嵩

ふ
遍

レ
・
牽

戦
膿

ぐ
こ
乏
さ
へ
出
講
.

宅
.

-

て
、

こ
れ

に
勝

ち

、
.ア

メ

リ

カ

の
猫

立

を

イ
ギ

リ

ス

に
承

認

せ

し
め

る
や

否

や

、

そ

の
條

約

の

イ

ン
キ

の
色

の
未

だ
乾

か

な

い
う

ち

.

.

・
に
彼
等
は
今
度
は
東
洋
の
海
に
躍
り
出

て
2

ず
リ
ス
の
東
印
度
會
満
船
套

つ
た
。
大
西
洋
..
西
印
度
諸
島
航
路
で
は
貿
易
を
猫

　
サ

.

、占
す
み
颪
固
な
イ
ギ
リ
ス
船
が
ブ
メ
リ
カ
船
、の
進
出
を
阻
ん
で
若
し
そ
の
ま
、
屈
從
す
る
之
す
れ
ば
折
角
彼
等
の
か
ち
得
た
政
治
的

わ
　

.

饗

姦

内
釜

終
ら
し
め
や
う
立

て
究

か
ち
で
あ
る
.
.醤

謝

る
ワ
.ヅ
.,
閾

民
の
あ

や
,
な
態
馨

、・
そ
の
後
。
の
.

競

工
噛

新
興
ナ
シ
ヨ
房
リ
ズ
を
表
徴
す
る
積
極
的
な
航
海
條
例
と
な
り
,
逮
に
ア
区
リ
カ
海
狸
史
上
の
黄
金
時
代
と
い
依
れ
る
ク
リ
ツ
パ
ア
.

船
待
代
莞

・
・
⊥
㊨
年
・
星

…

霧

・
・
ギ
・
垂

・
し
・
・
の
麓

・
奪

・
婁

と
が
墨

・

総

・
撃

ギ
・
・
の
海
響

・
危
機
毒

験

・
暴

か
・
・
.
垂

奪

　

航
霧

・
豪

・
懲

で

潔

.

・`
、
み
た
.イ
ギ
リ
.ス
は
・自

分
に
ち

て
の
器

で
あ
る
婆

も
危
ぐ
見
謬

う
と
し
て
究

の
.で
あ
る
が
、
い
ま
や
、
海
の
嚴
婁

を
.
翻

見
直
す
べ
き

時
は
來
た
・
穴

四
九
年
・
.か
く
し
て
二
百
纂

の
霧

で
あ
・
航
糠

例
壷

棄
す
・
・
と
む

た
・
募

・
　

膿

〆

鴇

・

・

、

C

毫
…
.

.

優
蓼

誇
る
ア
・
り
・
商
諜

嵩

ふ
癒

し
て
こ
の
藷

出
を

ど
昏

瞼
と
　目
へ
ば
轟

で
あ
。
が
、
却
つ
を

れ
牟

ギ
リ

「鑛

.

・
磐

教
会

と
髪

つ
㌃

、周
　

、
.+
九
世
紀
暴

の
イ
ギ
・
垂

萎

奎

馨

段
階
が
霧

條
例
や
航
篠

例
や
の
嚢
.

撫

、

の
保
建

策
を

熟

す
べ
益

じ
奏

で
は
あ
・
け
れ
ど
も
・
梅
醤

關
す
・
限
咳

必
至

桑

磐

許
・
な
い
譲

の
釜

四

馬

.

町

田
り
D
ギ

あ
.つ

て
事

は
決

せ
ら

れ

た

の
.で
あ
.る
コ

・

・
・
憂

;

急

海
濯

嚢

蓄

・
た
か
喜

儀

・
欝

輩

邑

・
・
奢
帆
…

籔

繁
劇
.

汽
船

へ
の
藩

的
饗

に
立
ち
後
れ
・
べ
く
穣

な
く
さ
れ
た
・
は
言
へ
、、

そ
覆

は
永
ぐ
停
滞
2

ち
着

を
逡
つ
詣

る
。
ほ
.
・鬼　
ラ

.か
で
も
な
い
。
南
北
職
事
後
の
西
中
部
大
陸
産
業
の
開
磯
(就
中
、
餓
道
の
建
設
)
が
ア
メ
リ
カ
資
本
の
海
運
業

へ
の
投
下
を
阻

ん
だ
か
.
1
3

.

帰

冗
r

の



9

,

0

ら

で

あ
る

。

換
言

す

れ

ば

、
南

北

戦

争

を

境

と

し

て

ア

メ
リ

カ

は
海

か

ら

陸

へ
の
韓

換

(葺
①
い乱
晶
-。儲
哺
.3

目
.滞
脚
ε

貯
5
e

を
行

ふ

.

た
の
で
亀

奮

・
・
霧

・
海
・
・
撃

ば
霧

　

・
馨

・
海
讐

あ

・
立
・
政
籍

助
・
・
巡
・
轟

時
々
論
舞

面
巨

儒

.妻

見
せ
は
し
た
が
、
・
れ
も
再

に
蒙

累

な
・
.
笙

次
世
奨

繋

塾

し
英
欝

を
葺

「脚
.
.

や
う
亡

た
特
旨

、

ア
・
リ
カ
に
は
雰

な
鐙

が
な
く
、
僅
《

某

一

嘗
時
甚
だ
幼
讐

塁

美
し
覆

な

た
某

盛

一

・
獲

覆

契
約
羅

ん
で
急
場
の
問
答

芸

く
て
は
な
ら
家

つ
羅

で
遭

P
要
す
る
に
、
ア
溢

力
に
は
.量

髪

㎏脚

.

海
運
政
策
が
な
い
と
言
ふ
の
が
定
評
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
正
.に
ア

メ
リ

カ
経
済
の
大
膣
に
内
陸
的
自
足
的
な
在
ゆ
方
か
ら
来
て
ゐ

訓
.

6
。

層そ
の
農

姦

ナ
る
豊
富
嚢

源
は
外
囲
市
場
に
頼
ら
な
く
て
歯

内
筆

墨

展
に
導
く
を

者

来
る
。
か
く
て
ア
メ
サ

臨

・
・
あ
・
・
は
・げ盤

自
国
・
滑
髪

観

す
・
・
が
原
則
で
鶏

苦

海
・
陸
謬

・
～

・驚

・
で
は
あ
・
.蓋

禁

制
.
.鱗

廃

り
陛
に
封
.止
し鴨

刺
戟
す
乃
蓉

で
。
な
鴨
.

礁

三
+
年
馨

の
馨

集

く
謬

レ
晩
く
ま
で
封
建
的
農

製

脱
す
・
ご
と
が
出
來
豪

つ
た
ブ
。
シ
ヤ
で
は
・
海
の
こ
妄

㎞
.翻

茎

　

斐

豪

・
隻

・
ブ
・
ヲ
彦

・
・
　

・
壷

・
蓼

ど
蓮

婁

賀
・
・
毒

資

・

愚

.
も
い

こ
れ

汝

プ
.
μ
シ

ヤ
に
は
属

し

て
み
な

か

っ
た
。
・
.
外

に
通

す

る
港

と

し

て
プ

ロ

シ
ャ

が
持

つ
.て
る

π

の
は

、

僅

に

ダ

ン
テ
.ッ

ヒ

と

、A

近

鑑
識

畿

謙

隔靴蕪
蒸
灘
驚
蹴齢懲
謙

ジ

ベ
ル
尋

が
季

リ
ス
か
畠

里

華

入
れ
て
政
藩

當
る
・
・
却
っ
て
季

・
・
航
海
緕

と
の
箆

に
於
て

「
・
れ
ま

。

の

-

海

運
政

策

の
積
極

性

一
.
.
.

.

「

、
〆

第

五

十
四
巻

一
.七

山
.

第

二
號

五

三

・
.幽
.
.

、
.
.

.

.

、
.
.

イ

`

し
「

.

"
`

一 一 アー 一 」一r



,

.

「

、.、

■

」

ヨ

.

、

「

、

、

、'

1

海
護

募

覆

性

・
.

・

」

.笠

+
四
巻

二

七

二

」
第

二
槻
.

五
四

・
・
プ
・
誕

嚢

が
永
藁

裂

な
笹

萱
か
・
て
究

・
と
L
に
・
が
つ
,
.
漸
く
天

二
.
年
。
國
。
に
謝
し
落
.

曳

岸
航
行
を

一
般
碧

禁
止
し
且
つ
差
別
課
婁

覆

す
疾

令
を
出
す
ヒ
・
が
出
葵

。
黛

・
ギ
リ
・
が
舞

條
例
と
沿
岸
航
行

β
燕

禁
止
製

燕

同
文

や
、
.プ

・
ζ

-

殆
ん
・
資
奎

慧

智

と

も
の
姦

・
つ
け
て
ゐ
券

つ
奮

時
の
プ
3

ヤ

譜

蘭

一

亦
・
・
に
微
つ
言

ち
、

一
八
五
五
年
以
來
沿
岸
航
海
を
互
恵
的
に
外
國
に
開
放
し
た
.
但
し
、
、
れ
深
け
自
・忌
識
が
お
.
畿

、

翼編
鱒
難
儀
饗
蝋燭擁
鰯
犠
鰹
鐸
翫
賦窯
欝

欝
、

麟

劃

す
け
・
た
め
に
テ
ツ
ツ
.エ
ル
は

已
器
.呂
　
L
を
書
い
た
。
不
幸
に
し
て
笙

次
世
奨

磐

破
れ
て
そ
の
宿
志
鐘

折
レ
,
纏

政
策
・
し
て
の
・
イ
・
型
は
委

葦

権

つ
ぎ
払
示
現
遷
れ
在

で
ゐ
・
が
、
そ
の
痩

の
工
業
化
経
済
が
、
・
塾

の
傳
蓄
.

謀

議
.

㎞
騙

,

汝
ド
イ
ツ
内
陸
性
と
の
關
聯
に
於
て
、
今
後
ど
の
や
う
に
海
運
政
策
乏
七
て
、出

で
ズ
る
か
、
吾
人
の
刮
旧
す
る
と
て
ろ
で
あ
る
。

.

甚

封
・
需

・
・
先
・
・
近
笛

答

鵠
・
ξ

た
ξ

　

、
・
國
…

立
を
通
し
て
亘

ぐ
か
ら
眼
を
海

磐

撫
麺
鞭
蘇
繍縫
柵"翻
議
舗繰
鶴
欝鞭

欝
.

.詣

賠

奮

・」
ウ
ィ
リ
ア
ム
.ペ
ツ
テ
イ
ー
竺

。政
治
算
術
L

の
な
か
で
良
好
な
る
海
岸
線
と
港
濁

の
な
い
こ
と
を
ズ
ラ
ン
轟

蓮
脆
肪
性

忌

凪
韓

.

の

心
因
.に
擧
げ
て
ぬ
る
3一が
、
沿
岸
航
海
を
事
と
し
た
中
世
な
ち
ば
と
も
か
く
、
近
世
以
後
に
於
て
は
、

「海
國
と
し
て
榮
え
る
か
否

か
は
出
離

た
る
海
岸
　

も
・
到
達
せ
ん
と
畜

海
岸
の
如
何
に
　

多
く
攣

て
.・
・
言

で
あ
・
・
あ

墨

フ
ラ
・
姦

」
。
。

壱

・

「、



「

「

r.

自
分

の
海
岸
を
よ
り
多
く
問
暫
と
す
る
内
陸
國
で
は
あ
っ
て
も
、
自
分
の
前
に
横
は
る
海
と
そ
の
彼
方
に
立
つ
海
岸
の
意
味
を
眞
剣

司

に
考

へ
や
う
と
す
る
蓬

…

な
い
.

一
葦

三
年
折
。
皇

的
な
航
篠

例
を
制
定
し
乍
ら
、
天

.
。
年
代
イ
ギ
亥

の
,

隔

皇

義
嚢

肇

に
釣
込
ま
れ
・
、
格
段
に
霧

・
・
ギ
リ
.ス
盤

雰

。
海
嶺

。
,
』
開
放
し
、、
.。
。
後
。
、

一
杁
八

一
年

.

㈲

・

一
九
〇
六
年

二

九
二
二
年
箋

、
嚢

の
鑑

補
助
法
も
徒
に
Z
7
ン
海

運
業
を
し
て
因憲

葬

れ
し
沁
て
る
る
。

.

∬

五
.
.

、
.
.
.

.

.

.
、
.
.
.

、

β

磯

ダ

じ

エ

セ　
　

　

擁
賑
禦

攣

隙鑑
鱗
難
戦
縫
儲羅

馨
}　
.

・
露

・
・
詮

殆
ん
ど
・
・
を
欄
か
な
い
.
支
那
脂
と
・
、
へ
ば
内
河
沿
海
に
涯
ぶ
戎
克
だ
け
で
・
・
、
藩

史
は
植
民
史
で
あ

翻

姻
.、

鱗
　　蕉
蒲
難
羅
羅へ　　灘
　麟

蕩

貿
易

・
襲

業

難

、
要
す
る
・
、
國
羅

濟
の
塵

習

足
性
が
、
支
那
を
。
て
粟

今
日
。
至
る
毒

、
海
発

餐

蕪

「

一

　
蜘
鷺

濫
に
射
し
て
積
極
的
態
度
を
採
ら
し
め
す
に
終
っ
て
み
る
。
勿
論
、
最
近
世
界
恐
慌
前
後
に
出
て
來
た
自
国
貨
自
國
船
主
義
の
風
潮

は
こ
の
支
那
を
轟

か
し
二
.
九
三
一
年
上
海
に
開
か
れ
た
汎
太
鐸

會
議
に
は
裏

装

を
し
て
滑
寓

羅

纂

の
媛

董

.

.尺
H
葉

　ロ

ド

コ

ラ
　
　
　
　

3
5
6
7

要
議

題

と
し

て
提

出

せ
し

め

へ
更

に
.
一
九

三
四

年

に

は
南

京
航

政
會

議

を
開

催

せ

」
.め

て
は

み

る

が
、

問
題

に
な

ら
な

い
船

腹

し

か

海
運
肇

の
.馨

性

・
.
.
.

望

+
馨

L
」

七
三

第

二
號

・
五
五
.

〆

」

鼻_」.



=

「

・

、

.

、

、

7

凸

以
上
の
や
う
,に
.
吾
々
は
海
運
政
策
の
積
極
性
を
内
陸
國
と
海
陸
國
と
の
掛
比
に
於
.て
、
自
然
地
理
的
よ
ゆ
も
寧
ろ
経
済
史
的
磯

.

展
蓋

し
霧

察
し
畜

で
あ
・
が
、
壁

的
震

琴

や
こ
の
や
う
姦

型
窒

の
奮

で
鼻

・
な
い
ま
で
に
五・
歪

碧

て

る
る
。
さ
書

鯛
れ
た

,百

國
貨
畠

笙

義
L
が
既
巻

う
で
あ
る
。
海

運
署

映

、
.展

に
・
れ
を
黎

商
轟

と
呼
び
、

そ
れ
が
他
國
に
於
け
る
資
本
主
義
市
場
を
既
忙
歴
史
的
に
與

(
与
れ
π
事
實
と
七
て
受
取
ら
な
く
て
.は
な
ら
ぬ
と
こ
ろ
に
蕉
重
商
主

義
・
の
漆

籍

儲

を
求
め
て
ゐ
嘉

、
零

詮

ど

れ
は
窒

・
・
流
言

轟

轟

濟
忙
封
立
し
て
L
.

;

・
は
莫

職
に
於
け
る
経
済
封
鎖
の
経
験
か
ら
一

出
て
來
凌
國
民
経
済
砂
ア
ウ
タ
ル
キ
.1
花
で
み
る
。
.既
に
見
亥
や
う
に
、
動
際
分
業
の
良

由
貰

霧

を
そ
の
肇

亡

奎

張
し
穿

ギ
咳

の
海
運
政
窪

、
そ
の
故
匹

航
纏

例
姦

棄
歯

努

喬

を
撒
同
し
..

て
海
上
を
全
く
自
由
に
し
た
け
れ
遭
遇
、
そ
れ
は
決
し
て
軍
な
る
絶
対
的
臨
由
で
.は
な
く
却
っ
て
玉
髄
前
積
極
釣
意
圖
を
含
む
も
の
.

「
.

悔
蓮
政
策

の
積
極
性

」
.

・
.

第
五
十
四
巻

一
七
四

第

二
號
.

五
六

特

売

な

い

で

の
そ

の
主
張

は
、

た

璽
列
國

代
表

か

ら

薄
笑

ひ
を

も

つ
.て
慮

へ
ら

れ

る
だ

け

で

あ

っ
た

。
.

.

詫

馬

す
健

、
呆

は
た
と
へ
蘂

本
位
雷

足
撰

で
望

つ
空

は
　一口
へ
、奮

美

陸
か
名

刺
整

よ
.つ
で
囲
む

て
纏
り
襲
展
し
嶺
島
國
で
あ
る
。
大
陸
と
の
間
に
横
は
る
海
を
問
題
に
ぜ
す
し
て
居
ら
れ
な
か
っ
た
海

の
國
で
あ
る
ρ
そ
れ
は
伽
既

に
、
二
度
の
大
規
模
な
朝
鮮
征
伐

・
倭
寇

∴
朱
印
船

・、支
倉
常
長
の
歴
史
を
も
っ
て
居
り
、
幕
末
開
國
以
来
は
早
.く
も
明
治
初
年
外

国
汽
船
會
肚
を
.斥
け
で
.自
画

の
沿
岸
航
行
槽
を
實
質
的
に
確
保
す
る
こ
と
が
出
来
夜
。
そ
.の
後
は
大
き
な
戦
争
σ
あ
る
毎
に
徐
々
海

霧

轟

性
、
慰

し
て
。
の
酸
誘

遷

努
め
、
現
奪

は
世
界
第
三
培

盤

・
筆

海
謁

絶

入
…

國
駿

葦

ぼ

害
毒

く
窒

っ
て
鷺

.
そ
の
国
民
舞

饒

馬

陸
曽

足
窒

選

産
蓉

本
は
舞

市
糧

っ
て
海
響

依
存
し
な
ぐ
て
ぶ

茎

・
醤

出
来
。
.
陰

に
雀

↓
・
窒
.

一
.
.
ゴ
,

、
.
.
・
.
.

.

.

.

.

.

.

い

幽

六

二

∵
.

～
.
.

・

ド

、
.
.
.
.

㌧

'
.
.

町
.

し
　

へ

れ㎞=)耳eland.,,.Mefk島ntili5tisc血 β、.Ver

.

U
」

・

「

F
.



「

ρ

、
卜.

`

」

で
診

つ
た

。

こ

れ

と
同

じ

く

う

こ
の
自

國

貨
自

國

船

主

義

も

馬
否
寧

ろ

、

イ
ギ

憂
ズ

流

の
世
界

主
義

の
ア

ン
テ

ィ

ーブ
!
ゼ

と

し

て

登
.

・
・
　

・
集

聲

・
・
名
の
示
す
や
・
・
外
・
垂

・
・
　

書

・
す
る
よ
巻

暴

極
性
　

…

で
・

隙

つ
た
.
詫

ば
、
中
粟

痛

め
従
来
内
陸
國
・、
し
葦

、
ふ
・
号

な
嘉

鰺

か
持
っ
て
る
な
か
つ
奉

賛
奎

襲

業
藺

、軸
.

雛
黙
黙
鞍
鯉
鰭
羅
騰
比岩
礁
絵
解
黙
欝
轍経
輪
ド誕
欧
.脚
.・

於
て
も
自
國
の
沿
岸
航
路
嘔
域
を
本
圃
ー

ハ
フ
.イ
ー

ブ
イ
リ
ツ
ピ
ン
間
に
ま
で
搬
大
し
そ
れ
か
齢
外
囲
船
を

一
切
締
出
迷
う
と
企

・m

.

て
・
・
.・
ギ
・
・
で
ミ

・ず

・
毒

・
隻

三
四
年
霧

毒

ξ

マ
は
宰

リ
ス
歪

讐

於
け
る
交
響

島

、

.

・
・
海
警

・
保
す
奇

能
性
…

て
論
・
・
.
露

・
・
年
・
轡

㍗
晶

・日
蓄

・難

…

藷

馨

　

界
.
.
.脚

た
」
。
忍

て
、
ア
ウ
。
。
キ
ー
化
は
國
・
蒙

ら
次
第
に
よ
り
廣
い
鍍

に
・
選

め
・
・
る
β

・
.

・
一
一

勘
.

藁

軽
羅

窺
擁

難
唖鈴
錨
筆

海
就
遮
鍛
館
腰難

解

傾

藩
鞭騰
罎
繋
轍搬群
論
鱗
謙
譲
囎醗
轟

如
何
。
性
格
言

、
れ
る
か
で
。
陣

・
.

[

、
.
.
.

一
.

・
.
.
.

・
.

「

}
.灘

底類
罐

馨

簾
蘇
鱒
脚監歓談

麟
轟
纏
縫

維
雛勤璽
講
麟

惣

、
海
緩

策
の
積
極
性

～

、
第

五
.十
四
巻

一
.七
」五

第

二
號

五
七

.

ド
.

〆

予



い
㌔

＼

一

、

海
護

策
の
積
燈

一
.

'
.

第

五
+
署

・

】
七
.六
、
.第
二
號

五
八

.

す
る
國
み

慧

密

旨

然
鍵

的
に
ば
か
り
で
誉

歴
史
的
震

段
健

於
て
も
相
互
補
足
的
に
相
老

港

て
窪

ら
ぬ
。

例

へ
ば
、
人
口
稠
密

に
し
て
高
、度
に
工
業
化
さ
れ
た
國
民
経
済
と
反
封
に
入
口
少
く
工
業
化
程
度
の
低
悟
農
業
本
位
の
國
民
鰹
濟
、
.

或
ひ
は
内
陸
的
婁

國
毒

洋
盤

蕎

。
か
-
し
て
、
蟻

舞

は
或
・
意
味
罷

働
的
青

駒
モ
メ
・
.ト
.(指
薯

國
家
.
蔓

働
的
塵

的
モ
メ
.・
・
へ複
塩

欝

家
)
の
.蓉

で
あ
・
。
併
七
乍
ら
.
こ
遇

は
,い稗

籍

響

國
家
・
讐

、
近
世
の
・
ギ
リ

ー
ス
が

そ
の
手
段
ま
た
は
肌
有
物
と
し
て
の
植
民
地
に
押
し
つ
け
拠
や
う
な

航
海
條
例
拡
探
る
こ
と
を
許
さ
れ
す
、
ま
た
反
封
に
、
被

指
導
者
国
家
の
側
に
於
て
も
最
近
の
中
小
軍
猫
国
家
が
探
っ
た
自
国
船
主
義
の
や
う
忽
軍
な
る
自
國
本
位
の
海
運
政
策
を
持
出
す
ご

竃

纂

琶

.
・
の
他
、
排
他
的
・
腰

差
嬰

藷

立
つ
雛

著

製

.外
貨
獲
得

的
の
優
嘉

金

華

.葎

忠

の

.

航
跳
補
助
・計
聲
性
を
鰍
く
不
定
期
航
路
主
義
隔
等
孜

℃
れ
ら
拡
徒
に
無
益
な
摩
擦
と
失
費
を
意
味
し
、
廣
域
経
済
全
脳
を
健
全
な

護

に
夢

島

で
縫

い
。
摩

・
に
、
廣
纏

湾
内
楚

於
て
拡
、
海
は
薦

需

り
乍
ら
、
・も
筆

、
凄

透

し
蛤

立

を
含
む
欝

で
は
塗

、
ま
た
、
.藩

を
望

て
の
到
達
も
轟

ま
で
の
や
う
な
外
延
的
な
雑

一

侵
略
や
制
覇
.
.
蕩

っ
て

は
な
.ら
ぬ
。
海

こ
そ
廣
域
経
済
を
し
て
正
に

一
つ
の
防
衛
的
圭
罷
に
ま
で
高
め
る
内
包
的
な
紐
帯

で
こ
そ
な
く
て
は
な
ら
磁
。
海
運

.

.政
策

綻

來
の
舞

的
馨

㌢

な

し
て
止
揚
さ
る
べ
}

・
環

瀧

.

.
・
.
.

,
.
.

(
.
。
.
三

.八

.

.

本
誌
第
五
十
三
巻
第
四
號
所
載

の
未
了

の
拙
稿

「
イ
ギ
リ

ス
梅
運
政
策
史
上
の
ア
メ
リ
カ
」
..の
綴

篇
と
し
て
は
、
日
本
海
蓮
集
會
所

「海
蓮
」
昭
和

士
ハ
年
+
方

所
勢

幾

・
・
ギ
翼

航
履

初
肇

の
燈

盞

義
・
覧
.
・り
奨

・
。
、
.一
.

＼

/

.

.

.

昏「

「
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、
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